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3  書式に関する注意点
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本文で使用するフォントは，原則として，Times New Romanとする（設定済み）。文字の大きさは，11ポイントとする。
ページ番号は，投稿段階では入れておく。採択が決定して最終稿を提出する際にはページ番号は消して提出すること。

④ 原稿分量
1ページ40行で，原稿枚数は，「研究論文」は10ページ以上，20ページ以内，「研究ノート」は10ページ以内とする。
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1. Level 1 Heading
1.1 Level 2 Heading
1.1.1 Level 3 Heading


⑥ 本文中に空白行を入れる場合
前のセクションのあとに，次のセクションが続く場合は，１行分の空白行を入れる。一番上位のセクションのあとに，下位セクションが続く場合は，空白行は入れない

⑦ 図表の示し方と空白行
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⑧ 他の研究者の研究等を引用または参照する場合の表示法
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	… empirically proved (Imoto, 2002, p. 86; Swain, 2003; Yamazaki, 2006, p. 114). 

⑨ 投稿者がこれまでに書いた文献を引用または参照する場合の表示法
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⑩ 注
注は脚注ではなく，本文・謝辞と参考文献の間にまとめて書く。なお，本文に注を付けるときには，右肩上付で注をつける。

投稿時には，ここまでを削除してください。
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概　要
概要を日本語で５行程度書いてください。これはダミーです。概要を日本語で５行程度書いてください。これはダミーです。概要を日本語で５行程度書いてください。これはダミーです。概要を日本語で５行程度書いてください。これはダミーです。概要を日本語で５行程度書いてください。これはダミーです。概要を日本語で５行程度書いてください。これはダミーです。概要の次は以下のように2行あけて本文を開始します。


1. Introduction
     In recent years, an effective use of CALL laboratories has been widely recognized and …（略）

1.1 Definition of CALL
     It is necessary to clarify what I mean by…（略）


2. Literature Review
2.1 Previous Research on Effective Use of CALL
     A number of studies have investigated the effective use of CALL in the ESL context… 1  （略）　注番号は上付数字で示して下さい。


3. Method
3.1 Hypotheses
     Two hypotheses were formulated …（略）

3.2 Participants 
     Ninety university students …（略）


4. Results and Discussion
     Table 1 presents … （略）

図表の示し方と空白行
  図や表は，本文中に入れ，左揃えで表示し，通し番号をつける。図や表の前後に１行分の空白行を入れる。図や表が連続する場合は，図や表の間に１行分の空白行を入れる。

Table 1
Descriptive Statistics of the Questionnaire
	Group
	n
	Mean
	SD

	Treatment
	39
	2.70
	0.95

	Contrast 1
	40
	2.92
	0.60

	Contrast 2
	36
	3.44
	0.92


Note. The possible range for scores was from 1 to 6.

Figure 1
Acoustical Analysis of Low-rated Utterance
[image: 図3-3]

図や表がセクションの最後に来た場合は，2行分の空白行を入れてから，次のセクション番号と見出しを書く。


5. Conclusion
     Based on information （略）
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2. （略）
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